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は
じ
め
に

十
六
世
紀
半
ば
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
、
日
本
か
ら
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の
地
へ

交
易
船
が
渡
航
し
て
両
国
間
に
は
直
接
的
な
交
流
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
、
ベ
ト
ナ

ム
北
中
部
は
大
越
の
支
配
地
域
で
あ
り
、
ハ
ノ
イ
に
は
黎
朝
の
皇
帝
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
皇
帝
に
は
実
権
が
な
く
、
臣
下
の
鄭
氏
が
名
目
上
の
皇
帝
を
い
た
だ
き
な
が

ら
実
権
を
掌
握
し
、
ハ
ノ
イ
を
中
心
と
す
る
東ト

ン

京キ
ン

を
支
配
し
て
い
た
。
一
方
、
同
じ

く
黎
帝
の
臣
下
で
あ
っ
た
広
南
阮
氏
は
、
一
五
五
八
年
に
中
部
の
順
化
（
フ
エ
）
鎮

守
と
な
り
、
や
は
り
黎
帝
を
正
統
と
し
な
が
ら
も
順
化
・
広
南
に
独
自
の
勢
力
を
形

成
し
始
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
越
国
内
に
は
、
北
部
に
鄭
氏
、
中
部
に
広
南
阮
氏

の
二
大
勢
力
が
並
び
立
ち
、
一
六
二
七
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
は
断
続
的
に
戦
争

を
し
て
い
た
。

鄭
氏
、
広
南
阮
氏
両
政
権
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
日
本
人
に
送
ら
れ
た
外
交
文
書
で
は
、

ど
ち
ら
も
自
ら
の
国
を
安
南
と
称
し
て
い
た
。
安
南
の
名
は
唐
が
設
置
し
た
安
南
都

護
府
に
始
ま
り
、
一
一
七
四
年
か
ら
一
八
〇
三
年
ま
で
、
中
国
歴
代
王
朝
の
ベ
ト
ナ

ム
に
対
す
る
正
式
な
呼
称
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
鄭
氏
、
広
南
阮
氏
の
当
主

を
は
じ
め
と
す
る
人
々
か
ら
日
本
人
に
送
ら
れ
た
文
書
を
安
南
日
越
外
交
文
書
と
称

し
て
い
る
。

先
に
、
筆
者
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
全
て
の
安
南
日
越
外
交
文
書
六
二
通
に
つ
い

て
、
古
文
書
学
的
に
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る

（
1	
）。

拙
稿
で
は
、
各
文
書
の
奥
上
に
大
字

で
表
さ
れ
た
「
書
」
や
「
示
」
等
の
文
字
に
よ
っ
て
、
文
書
様
式
を
書
、
示
、
暁

示
、
令
旨
、
憑
、
給
憑
、
繳
等
に
分
類
し
た
。
本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
令
旨
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

上
田
新
也
氏
に
よ
る
と
、
一
五
九
九
年
に
黎
朝
皇
帝
か
ら
王
爵
を
授
け
ら
れ
た
鄭

松
が
王
府
を
開
い
て
以
降
、
鄭
王
に
よ
っ
て
政
治
的
実
権
が
掌
握
さ
れ
た
。
鄭
王
は

独
自
の
官
僚
群
を
形
成
し
、
元
来
は
黎
朝
朝
廷
に
お
い
て
行
わ
れ
る
行
政
実
務
を
王

府
内
に
吸
収
し
て
い
っ
た

（
2	
）。

そ
し
て
、
上
田
氏
は
「
鄭
王
に
よ
り
発
給
さ
れ
る
文
書

は
「
令
旨
」
も
し
く
は
「
令
諭
」
の
文
書
形
式
を
取
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る

（
3	
）。

な
お
、
嗣
徳
己
卯
（
八
年
・
一
八
五
五
）（
以
後
、
必
要
に
応
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
年

号
を
表
記
す
る
。）
の
銘
が
裏
面
に
あ
る
「
大
乾
殿
皂
隷
古
跡
碑
」
に
は
、
①
陳

朝
・
興
隆
二
十
年
（
一
三
一
二
）
と
②
黎
朝
前
期
・
洪
徳
二
年
（
一
四
七
一
）
の
令

旨
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
乂
安
省
の
香
芹
社
乾
廟
村
に
下
さ
れ
た
も
の

で
、
書
出
に
「
令
旨
」
と
あ
っ
て
書
止
に
は
①
「
茲
令
」、
②
「
令
旨
」
と
あ
り
、

差
出
は
記
さ
れ
て
い
な
い

（
4	
）。

こ
れ
ら
が
実
際
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
令
旨

が
陳
朝
以
前
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
本
論
で
は
あ
る
程
度
の
点
数
が
知
ら
れ

て
い
る
黎
朝
後
期
の
令
旨
を
対
象
と
す
る
。

さ
て
、
安
南
日
越
外
交
文
書
の
な
か
に
は
、
三
通
の
令
旨
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
鄭

氏
の
当
主
で
あ
る
平
安
王
鄭
松
、
清
都
（
の
ち
清
）
王
鄭
梉
の
発
給
に
よ
る
。
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安南文書の令旨について（藤田）（ 43 ）

第
一
章
で
は
、
こ
れ
ら
三
通
の
内
容
、
様
式
、
機
能
等
を
分
析
す
る
。
第
二
章
で

は
、『
大
越
史
記
全
書
』
等
に
み
え
る
令
旨
の
発
給
事
例
を
分
析
す
る
。
第
三
章
で

は
、
広
南
阮
氏
の
発
給
文
書
、
お
よ
び
中
国
・
朝
鮮
や
日
本
の
令
旨
と
の
比
較
を
試

み
る
。
最
後
に
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
令
旨
様
式
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。

第
一
章　

安
南
日
越
外
交
文
書
の
令
旨

前
述
の
と
お
り
、
安
南
日
越
外
交
文
書
の
う
ち
に
令
旨
が
三
通
（
21
・
39
・
45
、

番
号
は
拙
稿

（
5	
）に

拠
る
、
以
下
同
）
あ
る
。
一
通
（
21
）
は
『
異
国
日
記

（
6	
）』

に
収
め
ら

れ
た
写
で
の
み
知
ら
れ
る
。
ほ
か
の
二
通
は
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
39
）
と
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
（
45
）
が
所
蔵
す
る
原
本
が
現
存
し
て
い
る
。

ま
ず
、
各
通
の
翻
刻
、
書
き
下
し
文
と
必
要
に
応
じ
て
現
代
語
訳
を
か
か
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
発
給
さ
れ
た
背
景
等
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
な
お
、（
39
）
と
（
45
）
は

写
真
を
図
1
と
図
2
と
し
て
後
に
か
か
げ
た
。

第
一
節　

角
蔵
船
海
難
事
故
と
鄭
松
令
旨

こ
の
令
旨
は
、
次
に
か
か
げ
る
と
お
り
、
ハ
ノ
イ
か
ら
約
二
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

南
の
乂
安
処
で
の
交
易
を
終
え
、
帰
国
の
途
に
就
い
て
間
も
な
く
海
難
事
故
に
遭
っ

た
角
蔵
船
に
関
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

21
一
六
一
〇
年
正
月
二
十
六
日　

平
安
王
鄭
松
令
旨
写

（
7	
） 

都�

元
帥
總
國
政
尚
文

（父･筆




（

（
父

平
安
王
令
旨
、
日
本
國
艚
長
弟
庄
左
衛
門
・
客
商
甚
右
衛

／
門
・
源
右
衛
門
・
多
右
衛
門
・
善
左
衛
門
・
傳
兵
衛
等
、
係
所
啓
謂
、
上

年
跨
岸
越
／
海
、
五
月
五
日
、
到
乂
安
處
興
元
縣
復
禮
社
、
開
庸
貿
易
貨

物
、
陸
月
拾
陸
日
、
移
／
艚
回
國
、
至
丹
涯
海
門
、
被
風
波
、
其
庄
左
及
本

艚
客
商
共
壹
百
五
人
、
寄
跡
淹
久
、
／
恭
乞
許
回
等
因
、
應
許
就
僑
居
旅

次
、
装
整
行
李
、
任
便
回
還
本
國
、
凡
所
経
過
／
巡
司
把
截
去
處
験
實
放

行
、
倘
或
沿
途
稽
滞
生
事
、
國
法
孔
厳
、
必
不
容
貸
、
／
茲
令

　
　
　
　
　

朱

（
朱
印影･



（

（
朱
印
影印

　
　
　

弘
定
十
一
年
正
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　

令
旨

※�

翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
文
字
は
可
能
な
限
り
原
文
の
旧
字
、
異
体
字
を
採
用
し
た
。

原
文
の
改
行
箇
所
は
「
／
」
で
示
し
た
。
以
下
同
。

（
書
き
下
し
文
）

都
元
帥
總
國
政
尚
父
平
安
王
、
日
本
國
艚
長
弟
庄
左
衛
門
・
客
商
甚
右
衛
門
・

源
右
衛
門
・
多
右
衛
門
・
善
左
衛
門
・
傳
兵
衛
等
に
令
旨
す
。
所
に
係か

け
啓
し

て
謂
は
く
、「
上
年
、
岸
を
跨
ぎ
海
を
越
へ
、
五
月
五
日
、
乂
安
處
興
元
縣
復

禮
社
に
到
り
、
開
庸
し
て
貨
物
を
貿
易
す
。
陸
月
拾
陸
日
、
艚
を
移
し
國
に
回か

へ

る
。
丹
涯
海
門
に
至
り
風
波
を
被か

う
む

り
、
其
れ
庄
左
及
び
本
艚
客
商
共
壹
百
五

人
、
跡
を
寄
す
る
こ
と
淹
久
た
り
。
恭
し
く
回
る
を
許
す
を
乞
ふ
。」
等
の

因
。
應ま

さ

に
旅
次
に
僑
居
し
、
行
李
を
装
整
し
、
便
に
任
せ
て
本
國
に
回
還
す
る

を
就な

す
を
許
す
べ
し
。
凡
そ
経
過
す
る
所
の
巡
司
は
去
處
に
把
截
し
て
験
實
放

行
せ
ん
。
倘も

し
或
い
は
沿
途
に
稽
滞
す
る
こ
と
生せ

い

事じ

す
れ
ば
、
國
法
孔は

な
はだ

厳
し

く
し
て
、
必
ず
容
貸
せ
ず
。
茲こ

こ

に
令
す
。

（
現
代
語
訳
）

都
元
帥
総
国
政
尚
父
平
安
王
は
、
日
本
国
艚
長
の
弟
庄
左
衛
門
と
客
商
の
甚
右

衛
門
・
源
右
衛
門
・
多
右
衛
門
・
善
左
衛
門
・
伝
兵
衛
等
に
令
旨
を
下
す
。

（
庄
左
衛
門
等
が
）
官
署
を
通
し
て
申
し
上
げ
て
謂
う
に
は
、「
去
年
、
海
を
渡

っ
て
五
月
五
日
に
乂
安
処
興
元
県
復
礼
社
に
到
り
、
店
を
開
い
て

（
8	
）貨

物
を
貿
易

し
ま
し
た
。
六
月
十
六
日
に
艚
を
出
し
て
日
本
国
に
回か

へ

ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、

丹
涯
海
門
に
至
っ
て
嵐
に
遭
い
、
庄
左
衛
門
と
本
艚
客
商
共
一
百
五
人
は
、

（
安
南
の
有
力
者
に
）
身
を
託
し
て
久
し
く
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
恭
し
く
帰
国
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を
許
さ
れ
ん
こ
と
を
乞 

い
ま
す
。」
と
。
ま
さ
に
、 

旅
の
宿
に
仮
住
ま
い
し
、

旅
の
荷
を
支
度
し
て
整

え
、（
船
の
）
便
に
任
せ

て
本
国
に
帰
還
す
る
こ
と

を
許
す
べ
き
で
あ
る
。
お

よ
そ
（
庄
左
衛
門
等
の
）

通
過
す
る
所
の
守
備
兵
は

（
庄
左
衛
門
等
の
）
の
行

き
先
に
居
て
、
検
査
を
し

て
（
通
過
を
）
許
可
す

る
。
も
し
或
い
は
、（
庄

左
衛
門
等
が
）
帰
路
に
居

座
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、（
安
南
）
国
の
法
を

甚
だ
厳
し
く
用
い
て
、
決

し
て
寛
恕
し
な
い
。
茲こ

こ

に

命
令
を
下
す
。

発
給
者
の
「
都
元
帥
総
国
政

尚
父
平
安
王
」
は
鄭
松
（
当
主

と
し
て
一
五
七
〇
～
一
六
二

三
）
で
あ
る
。
父
の
鄭
検
（
当

主
と
し
て
一
五
四
二
～
一
五
七

〇
）
は
、
黎
朝
内
乱
期
の
一
五

二
七
年
に
王
権
を
簒
奪
し
た
莫マ

ク

氏
に
対
し
て
、
タ
イ
ン
ホ
ア
で
荘
宗
を
擁
立
し
て
対

抗
し
た
阮
淦
の
女
婿
と
な
っ
た
人
物
。
阮
淦
の
死
後
、
鄭
検
は
タ
イ
ン
ホ
ア
軍
を
掌

握
し
、
子
の
鄭
松
は
一
五
九
二
年
に
ハ
ノ
イ
を
奪
還
し
、
九
九
年
に
は
王
府
を
開
い
た
。

本
令
旨
は
、
一
六
〇
九
年
六
月
十
六
日
に
丹
涯
海
門
で
起
こ
っ
た
角
蔵
船
の
海
難

事
故
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る

（
9	
）。

こ
の
事
件
に
関
す
る
文
書
は
、
本
令
旨
を
含
め
て
表

1
の
と
お
り
六
通
（
21
～
26
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
記
述
に
拠
り
な
が
ら
、

以
下
に
事
件
の
顛
末
を
述
べ
る
。

一
六
〇
九
年
五
月
五
日
（
23
・
25
は
「
十
一
日
」
と
す
る
）、
日
本
艚
艚
長
角
蔵

は
貨
物
を
満
載
し
、
客
商
を
伴
っ
て
、
乂
安
処
興
元
県
復
礼
社
の
地
に
至
り
、
家
屋

を
借
り
て
店
を
開
き
貨
物
を
貿
易
し
た
。
復
礼
社
は
、
ゲ
ア
ン
省
と
ハ
テ
ィ
ン
省
の

省
境
を
流
れ
る
ラ
ム
河
の
河
口
を
遡
っ
た
地
に
位
置
し
、
他
の
史
料
に
も
日
本
船
が

来
航
し
た
地
と
し
て
「
復
禮
社
江
津
」（
15
）、「
復
禮
社
地
分
江
津
」（
19
）
と
し
て

あ
ら
わ
れ
、
河
港
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

（
10	
）。

六
月
十
六
日
（
25
は
「
拾
壱
日
」
と
す
る
）、
艚
長
角
蔵
等
は
帰
国
し
よ
う
と
船

を
出
し
た
が
、
ラ
ム
河
が
海
に
交
わ
る
地
点
で
あ
る
丹
涯
海
門

（
11	
）に

至
っ
て
風
波
に
遭

い
、
艚
長
角
蔵
等
一
三
人
が
溺
死
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
艚
長
角
蔵
の
弟
庄
左
衛
門

は
じ
め
百
五
名
は
救
助
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
舒
郡
公
、
広
富
侯
、
文
理
侯
の
私
邸
に

お
い
て
三
九
人
、
四
九
人
、
二
六
人
と
分
か
れ
て
給
養
さ
れ
た

（
12	
）。

舒
郡
公
は
阮
景
堅

（
～
一
六
二
五
）
で
、
鄭
氏
に
仕
え
て
莫
氏
と
戦
い
功
績
の
あ
っ
た
乂
安
を
本
拠
と

す
る
阮
景
氏
の
一
族

（
13	
）。

後
述
の
文
理
侯
書
簡
写
（
22
）
に
は
「
本
處
官
大
都
堂
右
府

舒
公

（
14	
）」

と
み
え
る
こ
と
か
ら
も
、
乂
安
の
地
に
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
広
富
侯
（
～
一
六
四
五
）
は
舒
郡
公
次
男
の
阮
景
河
で
、

鄭
松
の
娘
、
玉
清
の
婿
で
あ
っ
た

（
15	
）。

文
理
侯
は
、
陳
清
と
い
い
宦
官
で
あ
っ
た

（
16	
）。

そ

の
職
名
は
文
書
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
本
事
件
に
関
連
す
る
22
に
は
「
乂
安
処
總
太

監
掌
監
事
」
と
あ
っ
て
、
乂
安
の
地
の
有
力
者
と
考
え
ら
れ
る
。

一
六
一
〇
年
四
月
十
九
日
、
庄
左
衛
門
等
は
、
舒
郡
公
等
が
建
造
し
た
船
で
帰
国

表１
番号 年月日 文書名 充所 典拠

21 弘治 11 年 1 月 26 日 平安王鄭松令旨写
日本國艚長弟庄左衛門・客商甚右衛門・源右衛
門・多右衛門・善左衛門・傳兵衛等

『異国日記』

22 弘治 11 年 2 月 9 日 文理侯書簡写
日本國艚長弟庄左衛門・彦兵・忠左・甚右・源
右・多右・傳兵・彦二・善左・隆右・弥右・吉
左・善兵・又右・與次右・善次・甚三等

『異国日記』

23 弘治 11 年 2 月 20 日 広富侯書簡写 日本國國王殿下 『異国日記』

24 弘治 11 年 2 月 25 日 文理侯書簡 日本國商人市良・碧山伯等 九州国立博物館所蔵原本

25 弘治 11 年 4 月 3 日 舒郡公書簡写 日本國々王殿下 『異国日記』

26 弘治 11 年 4 月 19 日 広富侯郡主慿 （又左衛門）
高橋琢也旧蔵原本の紙焼
き写真(紙焼き写真は東
京大学史料編纂所所蔵)
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の
た
め
安
南
国
を
出
航
し
た
。

な
お
、
表
1
に
あ
げ
た
六
通
の
う
ち
四
通
（
21
、
22
、
23
、
25
）
は
六
月
十
二
日

ま
で
に
は
駿
府
城
に
届
け
ら
れ
、
金
地
院
崇
伝
に
よ
っ
て
『
異
国
日
記
』
に
写
し
留

め
ら
れ
、
原
本
（「
本
文
」）
は
三
要
元
佶
（
圓
光
寺
）
に
返
さ
れ
た
こ
と
が
、『
異

国
日
記
』
上
に
あ
る
注
記
「
以
上
四
通
、
慶
長
十
五
戌
（
一
六
一
〇
）
六
月
十
二

日
、
於
駿
城
閑
読
、
帰
而
写
之
、
本
文
ハ
圓
光
寺
へ
返
之
者
也
、」
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

ま
た
、『
島
津
国
史

（
17	
）』

等
の
記
述
か
ら
、
こ
の
年
の
七
月
に
安
南
国
東
京
国
王
の

使
者
が
薩
摩
に
来
聘
し
、
も
た
ら
さ
れ
た
沈
香
な
ど
が
駿
府
へ
運
ば
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
庄
左
衛
門
等
と
共
に
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
本
令
旨
等

は
、
既
に
六
月
十
二
日
に
は
駿
府
に
到
達
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
使
者
は
庄
左
衛
門

等
と
同
じ
船
で
は
な
く
、
後
を
追
う
よ
う
に
遣
わ
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
が
、
こ
の
事
件
の
顛
末
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
関
連
文
書
を
ま
と
め
た
表
1

を
見
る
と
六
通
共
に
日
付
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
で
最
も
早
い
日
付
が
弘
定
十

一
年
（
一
六
一
〇
）
正
月
二
十
六
日
付
け
の
本
令
旨
で
あ
る
。
庄
左
衛
門
等
生
存
者

の
乞
い
に
応
じ
た
平
安
王
鄭
松
の
令
旨
に
よ
っ
て
、
庄
左
衛
門
等
は
初
め
て
正
式
に

安
南
国
に
仮
住
ま
い
し
、
便
に
任
せ
て
帰
国
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
、
併
せ
て
不
要

な
長
居
を
許
さ
な
い
こ
と
を
厳
命
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
本
令
旨
の
発
給
が
あ
っ
て
、

そ
の
他
の
五
通
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、

他
の
五
通
を
み
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。
ま
ず
、
令
旨
の
約
半
月
後
に
出
さ
れ
た
文

理
侯
書
簡
写
（
22
）
を
あ
げ
る
。

22　

一
六
一
〇
年
二
月
九
日　

文
理
侯
書
簡
写

安
南
國
乂
安
處
總
太
監
掌
監
事
文
理
侯
達
書　

黒
印

與
日
本
國
艚
長
弟
庄
左
衛
門
・
彦
兵
・
忠
左
・
甚
右
・
源
右
・
多
右
・
傳
／

兵
・
彦
二
・
善
左
・
隆
右
・
弥
右
・
吉
左
・
喜
兵
・
又
右
・
與
次
右
・
善

次
・
甚
三
等
、
／
原
行
住
、
角
蔵
艚
難
尾
合
得
壹
百
五
人
、
其
本
處
官
大
都

堂
／
右
府
舒
公
、
文
理
侯
、
駙
馬
官
廣
富
侯
、
公
意
欲
功
徳
、
恰
憫
遠
國
／

飢
饉
之
情
、
以
家
物
給
養
全
生
、
再
赴
京
拝
稟
／

主�

上
徳
廣
給
與
粮
・
旨
判
、
合
回
日
本
國
、
幸
甚
、
其
大
都
堂
舒
公
等
官
、
／

結
作
船
艘
、
許
回
本
國
、
以
全
功
徳
之
義
、
茲
達
書
回
日
本
國
、

弘
定
拾
壹
年
貮
月
𦍌廷
日

（
九
）　

（
花
押
印
影

（
18	
））

（
書
き
下
し
文
）

安
南
國
乂
安
處
總
太
監
掌
監
事
文
理
侯
書
を
達
し
て
、
日
本
國
艚
長
弟
庄
左
衛

門
・
彦
兵
・
忠
左
・
甚
右
・
源
右
・
多
右
・
傳
兵
・
彦
二
・
善
左
・
隆
右
・
弥

右
・
吉
左
・
喜
兵
・
又
右
・
與
次
右
・
善
次
・
甚
三
等
に
與
へ
、
行
住
す
る
こ

と
を
原ゆ

る

す
。
角
蔵
艚
難
の
尾す

え

、
合
せ
て
壹
百
五
人
を
得う

。
其
れ
本
處
官
大
都
堂

右
府
舒
公
、
文
理
侯
、
駙
馬
官
廣
富
侯
な
り
。
公
の
意
は
功
徳
を
欲
す
。
恰
も

遠
國
飢
饉
之
情
を
憫
れ
み
、
家
物
を
以
て
給
養
し
、
生
を
全
う
す
。
再
び
京
に

赴
き
拝
稟
す
。
主
上 

徳
廣
く
し
て
粮
と
旨
判
と
を
給
與
す
。
合ま

さ

に
日
本
國
に

回か
へ

る
べ
し
、
幸
甚
。
其
れ
大
都
堂
舒
公
等
官
、
船
艘
を
結
作
し
、
本
國
に
回
る

を
許
し
、
以
て
功
徳
之
義
を
全
う
せ
よ
。
茲
に
書
を
達
し
て
日
本
國
に
回
す
。

文
中
に
あ
る
「
主
上
」
は
鄭
松
を
指
し
て
い
る

（
19	
）。「

給
與
粮
・
旨
判
」
と
い
う
文

言
が
あ
り
、
こ
の
「
旨
判
」
が
す
な
わ
ち
鄭
松
の
発
給
し
た
令
旨
を
指
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
令
旨
は
庄
左
衛
門
を
含
む
六
名
に
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
簡

写
は
、
そ
の
六
名
を
全
て
含
む
一
七
名
に
充
て
ら
れ
て
い
る

（
20	
）。

充
て
た
人
数
が
増
え

て
い
る
の
は
、
遭
難
事
故
の
詳
細
を
承
知
し
て
い
る
乂
安
の
役
人
と
し
て
、
文
面
に

表
示
す
べ
き
面
々
を
よ
く
把
握
し
て
い
た
た
め
と
推
測
す
る
。
お
そ
ら
く
本
書
簡

は
、
令
旨
と
共
に
庄
左
衛
門
等
に
渡
さ
れ
、
令
旨
の
添
状
の
如
き
機
能
を
果
た
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
令
旨
に
よ
っ
て
「
庄
左
衛
門
」
等
に
帰
国
が
許
さ
れ
、
こ
の
許
可
に
よ
っ
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て
、
初
め
て
舒
郡
公
（
阮
景
堅
）
ら
が
船
を
作
っ
て
「
庄
左
衛
門
」
等
を
帰
国
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
表
1
に
あ
げ
た
他
の
四
通
も
日
付
順
に
概
観
し
て
お
く
。
広
富
侯
書
簡
写

（
23
）
は
令
旨
か
ら
約
一
ヵ
月
遅
れ
の
二
月
二
十
日
付
け
で
「
日
本
国
国
王
殿
下
」

充
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
自
分
た
ち
が
「
庄
左
衛
門
」
等
を
給
養
し
、
船
を
作
っ
て

帰
国
さ
せ
た
こ
と
を
記
し
、
隣
好
を
願
っ
た
内
容
で
あ
る
。

二
月
二
十
五
日
付
け
の
文
理
侯
書
簡
（
24
）
は
、
内
容
は
前
述
の
文
理
侯
書
簡
写

（
22
）
に
近
い
が
、「
日
本
國
商
人
市
良
・
碧
山
伯
等
」
充
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
名

は
他
の
文
書
に
は
み
え
な
い
も
の
で
、
お
そ
ら
く
文
理
侯
が
給
養
し
た
二
六
人
の
代

表
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
簡
に
も
、
鄭
松
か
ら
「
旨
判
」
が
「
給
與
」
さ
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

広
富
侯
の
父
舒
郡
公
の
書
簡
写
（
25
）
は
、
令
旨
か
ら
二
ヵ
月
以
上
遅
れ
て
、

「
庄
左
衛
門
」
等
の
帰
国
も
近
づ
い
て
き
た
四
月
三
日
付
け
で
あ
り
、
充
所
も
内
容

も
広
富
侯
書
簡
写
と
同
様
で
あ
る
。
以
上
の
三
通
（
23
～
25
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鄭

松
の
許
可
に
拠
っ
て
舒
郡
公
等
が
船
を
作
っ
て
帰
国
さ
せ
る
こ
と
が
実
現
し
た
旨
が

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
三
通
に
み
え
る
鄭
松
の
許
可
が
、
令
旨
に
記
さ

れ
た
庄
左
衛
門
等
に
対
す
る
帰
国
の
許
可
だ
け
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
別
の

か
た
ち
で
舒
郡
公
等
に
も
造
船
や
帰
国
の
援
助
に
つ
い
て
の
命
が
く
だ
さ
れ
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
。

広
富
侯
郡
主
慿
（
26
）
は
、
帰
国
の
当
日
で
あ
る
四
月
十
九
日
付
で
あ
り
、
過
書

の
ご
と
き
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
文
中
に
「
給
養
又
左
衛
門
」
と
あ
り
、「
又
左
衛

門
」
は
広
富
侯
の
給
養
し
た
四
九
人
の
代
表
者
で
あ
ろ
う
。　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
表
1
に
あ
げ
た
六
通
の
文

書
は
、
最
初
に
発
給
さ
れ
た
令
旨
の
存
在
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
特
に
文
理
侯
書
簡
写
（
22
）
は
、
令
旨
の
添
状
的
な
機
能
を
も
っ
て
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
令
旨
に
は
帰
国
の
許
可
と
対
を
な
す
よ
う
に
、
帰
国
せ
ず
に
居
座
る
こ

と
を
厳
重
に
禁
じ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
他
の
五
通
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
も
指
摘
で
き
る
。
む
し
ろ
、
舒
郡
公
等
の
書
簡
に
は
（
22
～
25
）、
自
分
た
ち
が

庄
左
衛
門
等
を
給
養
し
、
造
船
ま
で
し
て
送
り
返
し
た
こ
と
が
得
々
と
説
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。「
日
本
国
国
王
殿
下
」
充
の
舒
郡
公
と
広
富
侯
の
書
簡
写
（
23
・

25
）
で
あ
れ
ば
そ
れ
も
当
然
で
あ
る
が
、
令
旨
の
添
状
的
な
も
の
と
推
察
し
た
庄
左

衛
門
等
充
て
の
文
理
侯
書
簡
写
（
22
）
で
さ
え
同
様
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
写
が
、
実

際
に
令
旨
等
（
21
・
23
・
25
）
と
共
に
駿
府
城
で
家
康
に
披
露
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
み
て
も
、
日
本
で
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
特
に
（
22
～
25
）
の
四
通
は
、
令
旨
を
前
提
と
し
て
発

給
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
発
給
者
独
自
の
意
向
が
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
点
は
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

第
二
節　

二
通
の
鄭
梉
令
旨

鄭
梉
は
、
鄭
松
の
長
子
で
清
都
王
（
清
王
）
と
し
て
の
在
位
は
一
六
二
三
年
か
ら

一
六
五
七
年
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
通
は
、
前
述
の
と
お
り
共
に
原
本
が
伝
存
し

て
い
る
貴
重
な
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
異
国
日
記
』
に
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

幕
府
に
齎
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
商
人
の
元
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

『
外
蕃
通
書
』
等
の
近
藤
重
蔵
の
編
著
に
は
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
原
本
の
所
在
は

明
示
さ
れ
て
い
な
い

（
21	
）。

次
に
、
年
代
順
に
（
39
）
を
一
通
目
と
し
て
か
か
げ
る
。

39　

一
六
二
四
年
五
月
二
十
三
日　

淸
都
王
鄭
梉
令
旨

（
22	
）

　
　

元�
帥
統
國
政
清
都
王
令
旨
、
日
本
國
義
客
弥
右
衛
門
、
許
逓
年
装
／
載
各
貴
物
、

就
安
南
國
、
赴
京
拜
稟
、
買
賣
以
通
兩
國
交
易
貨
／
財
、
副
其
恩
義
、
茲
令

　
　
　
　
「（

朱
印
）

清
都
之
璽
」
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永
祚
六
年
五
月
二
十
三
日

　
　
　
　
「（

黒
印
）

令
旨
」

（
書
き
下
し
文
）

元
帥
統
國
政
清
都
王 

日
本
國
義
客
弥
右
衛
門
に
令
旨
す
。
逓
年
、
各
〃
貴
物

を
装
載
し
、
安
南
國
に
就つ

き
、
京
に
赴
き
拜
稟
す
る
を
許
す
。
買
賣
し
て
以
て

兩
國
通
じ
、
貨
財
を
交
易
し
て
、
其
の
恩
義
に
副
へ
。
茲
に
令
す
。

令
旨
を
充
て
ら
れ
た
日
本
國
義
客
弥
右
衛
門
に
つ
い
て
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
令
旨
と
同
じ
年
の
五
月
二
十
日
付
け
将
軍
徳
川
家
光
充
の
鄭
梉
書
簡

写
（
38
）
が
あ
り
、
そ
れ
は
幕
府
に
届
け
ら
れ
『
異
国
日
記
』
に
収
め
ら
れ
て

い
る

（
23	
）。

こ
の
書
簡
に
角
蔵
と
末
吉
を
艚
長
と
す
る
二
艘
が
来
航
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
か
の
船
で
渡
航
し
た
客
商
と
推
定
で
き
る
。

内
容
か
ら
、
弥
右
衛
門
の
帰
国
を
前
に
し
て
、
来
年
の
渡
航
を
許
可
し
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。
渡
航
予
定
の
港
は
特
定
で
き
な
い
が
、「
赴
京
拜
稟
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
乂
安
の
よ
う
に
ハ
ノ
イ
か
ら
あ
る
程
度
離
れ
た
場
所
で
あ
り
、
し
か
も
到
着

後
は
上
京
し
て
鄭
梉
へ
「
拜
稟
」
す
べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

次
に
、
先
の
令
旨
か
ら
八
年
後
の
一
通
を
あ
げ
る
。
な
お
、
一
六
二
九
年
十
月
、

鄭
梉
は
大
元
帥
統
國
政
師
父
清
王
に
進
ん
で
い
る

（
24	
）。

45　

一
六
三
二
年
四
月
二
十
五
日　

淸
王
鄭
梉
令
旨

（
25	
）

大�
元
帥
統
國
政
師
父
清
王
令
旨
、
日
本
艚
義
子
艚
長
啓
明
及
艚
／
長
角
蔵
花
遊

等
艚
幷
各
客
商
、
應
開
庸
舎
坐
肆
各
行
時
價
／
買
賣
以
通
財
貨
、
事
畢
依
逓

年
期
回
本
國
、
不
得
衆
留
、
係
諸
／
府
及
營
奇
所
、
差
隊
船
幷
等
員
人
、
毋

得
脅
買
潜
行
盗
挟
、
違
者
／
許
巡
守
官
兵
挨
捉
正
身
幷
賍
物
、
引
就
府
門
處

治
以
嚴
法
禁
、
茲
令

　
　
　
　
「（

朱
印
）

清
王
之
璽
」

図1　39　永祚6年（1624）5月23日　清都王鄭梉令旨　長崎歴史文化博物館所蔵
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徳
隆
四
年
四
月
二
十
五
日　
　

　
　
　
　
「（

黒
印
）

令
旨
」

（
書
き
下
し
文
）

大
元
帥
統
國
政
師
父
清
王 

日
本
艚
義
子
艚
長
啓
明
及
び
艚
長
角
蔵
花
遊
等
艚

幷
び
に
各
客
商
に
令
旨
す
。
應ま

さ

に
庸
舎
に
坐
肆
を
開
き
て
、
各
〃
時
價
に
て
買

賣
を
行
ひ
、
以
て
財
貨
を
通
ず
る
べ
し
。
事
畢
は
れ
ば
逓
年
の
期
に
依
り
、
本

國
に
回か

へ

り
、
衆
留
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
諸
府
に
係か

け
、
及
び
奇
所
を
營
み
、

隊
船
幷
び
に
等
員
の
人
を
差つ

か

は
し
、
脅
買
・
潜
行
・
盗
挟
す
る
を
得
る
こ
と
毋

か
れ
。
違た

が

は
ば
、
巡
守
の
官
兵
に
正
身
幷
び
に
賍
物
を
挨
捉
し
、
府
門
に
引
就

し
、
處
治
す
る
に
嚴
法
を
以
て
禁
ず
る
を
許
す
。
茲
に
令
す
。

こ
の
令
旨
は
、「
日
本
艚
義
子
艚
長
啓
明
及
艚
長
角
蔵
花
遊
等
艚
幷
各
客
商
」
に

充
て
ら
れ
て
い
る
。
内
容
を
要
約
す
る
と
、
次
の
三
点
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
①

店
を
開
い
て
時
価
に
て
交
易
す
る
こ
と
。
②
交
易
が
終
わ
れ
ば
速
や
か
に
帰
国
す
る

こ
と
。
③
さ
ら
に
、
帰
国
し
な
い
で
残
留
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
脅
買
等
の
不
法
行
為

を
す
れ
ば
厳
し
く
処
罰
す
る
こ
と
を
申
し
渡
し
て
い
る
。

小
括こ

こ
ま
で
、
三
通
の
令
旨
を
み
て
き
た
。
ま
ず
、
様
式
を
簡
略
に
示
す
と
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

（
差
出
）
令
旨
（
充
所
）（
本
文
）
茲
令

　
（
朱
印
）

年
月
日

　

令

（大字



（

（
大
字旨

以
上
の
と
お
り
、
三
通
と
も
同
じ
様
式
を
守
っ
て
お
り
、
令
旨
の
文
書
様
式
が
厳
格

に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
原
本
が
現
存
し
て
い
る
二
通
か
ら

図2　45　徳隆4年（1632）4月25日　清王鄭梉令旨　東京大学史料編纂所所蔵
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は
、
次
の
特
徴
も
指
摘
で
き
る
。
書
出
の
差
出
は
一
字
台
頭
し
て
い
る
。
文
字
は
撥

ね
の
強
い
特
徴
が
あ
り
、
本
文
は
料
紙
の
縦
い
っ
ぱ
い
に
書
く
。
年
月
日
は
、
料
紙

を
半
分
に
折
っ
た
場
合
に
は
後
半
部
の
始
ま
り
に
な
る
位
置
に
本
文
と
同
じ
高
さ
で

書
き
始
め
ら
れ
る
。
朱
印
は
年
月
日
二
字
目
下
端
に
掛
け
て
捺
さ
れ
る
。「
令
旨
」

の
墨
印
は
大
字
で
、
奥
上
に
捺
さ
れ
る
。

差
出
は
、
い
ず
れ
も
鄭
氏
の
当
主
で
あ
る
平
安
王
鄭
松
と
清
都
（
清
）
王
鄭
梉
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
鄭
氏
当
主
の
王
に
の
み
許
さ
れ
た
文
書
様
式
と
考
え
ら
れ
る
。

充
所
は
、
三
通
と
も
日
本
商
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、
令
旨
は
後
述
の
と
お
り
国
内

向
け
に
も
多
用
さ
れ
て
お
り
、
日
本
商
人
充
に
限
っ
た
様
式
で
は
な
い
。
内
容
は
、

貿
易
の
許
可
と
、
貿
易
後
の
速
や
か
な
帰
国
や
国
内
で
の
違
法
行
為
の
厳
禁
に
重
点

が
お
か
れ
て
い
る
。
鄭
松
令
旨
写
（
21
）
の
よ
う
に
海
難
事
故
と
い
っ
た
特
別
の
事

情
に
際
し
て
は
、
帰
国
で
き
る
ま
で
の
保
護
や
帰
国
の
許
可
と
い
っ
た
内
容
も
含

む
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
貿
易
を
管
理
下
に
お
き
、
必
要
以
上
に
商
人
を
国
内
に
と
ど

め
な
い
こ
と
を
大
枠
で
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
令
旨
は
鄭
氏
の
命
令
を
下
す
際
に
用
い
ら
れ
る
様
式
で
あ
り
、
日

本
商
人
と
い
う
身
分
的
に
格
差
が
あ
る
相
手
で
も
充
所
に
な
り
得
る
し
、
奉
書
で
は

な
く
直
状
形
式
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
令
旨
自
体
は
商
人
充
の
直
状
形
式
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は

個
別
具
体
的
な
指
示
で
は
な
く
大
枠
で
の
指
令
で
あ
り
、
実
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て

臣
下
が
発
給
す
る
文
書
と
し
て
、
表
1
に
あ
げ
た
広
富
郡
主
の
「
憑
」（
26
）
や
、

第
三
章
第
一
節
で
後
述
す
る
「
示
」
等
が
別
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
で
き

る
。ま

た
、
鄭
氏
発
給
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
安
南
日
越
外
交
文
書
で

は
書
出
に
あ
る
差
出
に
は
「
安
南
国
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
令
旨
に
は
そ
れ
が

な
く
、「
元
帥
統
國
政
清
都
王
」
等
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
令
旨
が
国
内
向
け
に
用
い

ら
れ
る
文
書
様
式
で
あ
り
、
そ
れ
が
国
内
に
滞
在
中
の
外
国
人
商
人
に
も
適
用
さ
れ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
特
徴
で
あ

り
、
身
分
差
が
大
き
く
て
も
直
状
で
発
給
す
る
た
め
、
よ
り
尊
大
な
様
式
と
な
っ
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

最
後
に
、
料
紙
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
鄭
松
令
旨
写
（
21
）
は
、『
異
国
日

記
』
上
の
注
記
に
「
右
之
書
白
唐
紙
ニ
書
之
、
竪
横
杉
原
程
也
、」
と
あ
る
。
鄭
梉

令
旨
（
39
）
は
縦
三
六
・
二
糎
、
横
四
九
・
五
糎
、
同
（
45
）
は
縦
三
六
・
九
糎
、

横
四
九
・
二
糎
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
寸
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
通
は
、
楮
の
よ

う
な
長
い
繊
維
の
紙
で
色
は
白
色
に
近
い
。
ま
た
、
中
央
に
縦
の
折
目
が
認
め
ら

れ
る
。

第
二
章　
『
大
越
史
記
全
書
』
等
に
み
る
令
旨

鄭
松
が
平
安
王
に
封
じ
ら
れ
た
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
光
興
二
十
二
年

（
一
五
九
九
）
で
あ
る

（
26	
）。

こ
の
年
か
ら
、『
大
越
史
記
全
書
』
に
令
旨
を
下
し
た
記
事

が
出
現
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
年
に
は
一
例
が
あ
る
の
み
で
、
そ
の
後
、
景
治
元
年

（
一
六
六
三
）
ま
で
は
令
旨
の
記
事
が
み
ら
れ
ず
、
景
治
元
年
か
ら
同
五
年
の
間
に

一
七
例
が
集
中
し
、
徳
元
元
年
（
一
六
七
四
）
に
一
例
あ
り
、
以
後
、
再
び
姿
を
消

す
。
そ
れ
ら
を
表
2
に
ま
と
め
、『
大
越
史
記
全
書
』
の
条
文
を
あ
げ
た
。
各
条
で

は
、
冒
頭
に
「
令
旨
」
と
あ
る
の
で
、
令
旨
に
よ
っ
て
命
令
さ
れ
た
内
容
を
示
し
て

い
る
と
解
し
た
。「
令
旨
」
の
文
字
に
続
い
て
あ
る
の
は
充
所
と
考
え
ら
れ
る
が
、

略
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
充
所
に
続
く
本
文
で
は
、
書
止
に
「
茲
令
」
が
な

く
、
年
月
日
や
「
令
旨
」
の
黒
印
も
略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
令
旨
の
本
文
を
そ
の
ま

ま
引
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
要
約
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、『
大
越
史
記
全
書
』
に
は
「
令
」
と
記
さ
れ
て
い
る
条
文
も
あ
り
、「
令

旨
」
を
示
す
ほ
か
、「
令
諭
」
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
全
て
の
「
令
」

が
令
旨
で
あ
る
確
証
が
な
い
の
で
表
2
に
は
含
め
な
か
っ
た

（
27	
）。

前
述
の
と
お
り
、
景
治
元
年
以
前
に
も
令
旨
は
発
給
さ
れ
て
い
る
し
、
同
五
年
以
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表２ ※　『大越史記全書』に年ごとに項目順にふられた番号。

通番 西暦 ※ 月日 令旨＋充所 内容

a 1599 16
八月
六日

令旨諸營長官及各奇隊該官
諸本營奇隊長、次隊長某員有竭節宣力功臣、幷堅義従軍日久有
功、應備類姓名、詳註住址職爵、逐一明白、期本月中旬投納、
候閲定具本、議送該衙門、銓除各職、以示答勲。

b 1663 8 五月 令旨御史臺
勘問詞訟當遵律令守廉勤、仍戒勅十三道監察御史一體遵行、毋
得淹留廢格。

c 1663 9 令旨各處承憲二司
査察所屬府縣官、某能用心撫字、訓化部民、公明廉直、政平訟
理、某不能盡心恤民、務爲苛刻、貪鄙賄賂、怠廢政事者、各以
名聞、以備黜陟。

d 1663 12 令旨各處鎭守
係諸犯人迯匿、應拿捉付覆議施行。又 戒内外該勘官諸犯人不
預入議、各隨輕重論刑、毋得許贖。

e 1663 14 八月 令旨各處承司
察屬内民、有外國客人寓居者、各類以聞、隨宜區處、以別殊
俗。

f 1664 19
（時諸犯人已經論罪、迯遁者多、）
令旨

許各自首、重者減、輕者赦、不首者抵罪。

g 1664 25 令旨各處承司

送下所屬縣官、遞年至十月期、往勘民間堤路、有應築作者、備
實以聞。某處功程小者、照補水勢所及各社民、任爲私役、許縣
官督押。某處功程浩大、待差官押作、期以正月初十日起功、三
月中旬完成、永爲恒式。

h 1665 2 令旨御史臺
考課内外任各衙門官並吏行過事跡、官則立爲三等、吏則分爲二
等、歳季備類以聞、論行黜陟、自是以爲常式。

i 1665 6 令旨 申禁鬪鷄圍棋賭博及巫覡僧尼等事。

j 1665 7 令旨内外該勘諸司
凡勘訟有所論刑、備類以聞、罪至死者付下覆議施行、罪刖杖者
便宜行之、毋得淹滞。

k 1665 13 令旨各處承司 精擇屬内各縣社有孝廉者、卽以名聞、命官閱選、隨材授任。

l 1665 20 令旨（自今）該勘諸司
斷已當理、而訟人妄自翻覆者、各隨訟理大小、照官品高下、論
謝錢有差。

m 1666 7 令旨該勘各衙門 所勘諸訟、或當受而不受、及訟人越告者、論罰有差。

n 1666 9 令旨 許内監各員所養子孫饒蔭、限以職品高下爲差。

o 1667 4 令旨乂安處
南河諸縣社民人、有以堅義功祇受勅命、止復其身、其子孫與百
姓同。

p 1667 6 令旨開例官 校正清華、乂安官田數另率及寓居人率等條。

q 1667 8 令旨戒管兵官 毋得脧削苛虐兵民

r 1667 13 令旨管兵官 不得留房另兵、規取錢財。

s 1674 1
春、
二月

令旨訓誡各職司

大畧以爲宰相之職、在乎進賢退不肖、當量才授官、度徳定位、
(中略)凡内外各衙門官、如見本吏某人奉公守法、廉勤練達、年
月積累、無有過犯者、保擧之、某人恣行貪冗、志在規財、怠慢
廢事、有過犯者、卽糾遞斥去。



安南文書の令旨について（藤田）（ 51 ）

降
に
も
同
様
で
あ
る

（
28	
）。『

大
越
史
記
全
書
』
の
特
定
年
次
に
令
旨
の
記
事
が
集
中
し

て
い
る
の
は
、
同
書
の
編
集
の
在
り
方
に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

鄭
松
が
王
府
を
開
い
た
光
興
二
十
二
年
（
一
五
九
九
）
の
令
旨
は
、
諸
營
長
官
及

各
奇
隊
該
官
（
ａ
、
表
2
の
番
号
を
示
す
、
以
下
同
）
充
で
、
軍
人
の
論
功
行
賞
の

た
め
有
功
の
者
等
を
上
申
す
る
よ
う
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

景
治
元
年
（
一
六
六
三
）
以
降
の
令
旨
も
、
充
所
が
判
明
す
る
範
囲
で
は
、
命
令

の
内
容
に
応
じ
て
全
て
が
役
所
に
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
御
史
臺
に
対
し
て

は
、
所
屬
府
縣
官
の
査
察
に
あ
た
っ
て
の
監
察
御
史
の
速
や
か
な
職
務
遂
行
（
ｂ
）

や
、
官
吏
の
考
課
方
法
（
ｈ
）
に
つ
い
て
の
指
示
で
あ
る
。
各
處
鎭
守
に
対
し
て

は
、
逃
亡
中
の
犯
罪
人
の
拿
捕
と
審
議
等
で
あ
る
（
ｄ
）。
各
處
承
憲
二
司
に
は
所

屬
府
縣
官
の
査
察
（
ｃ
）、
各
處
承
司
に
は
外
國
客
人
の
寓
居
者
の
報
告
や
扱
い

（
ｅ
）、
民
間
堤
路
の
築
作
（
ｇ
）
等
に
つ
い
て
、
開
例
官
に
は
清
華
・
乂
安
の
官
田

數
や
寓
居
人
の
調
査
（
ｐ
）、
管
兵
官
に
は
兵
や
民
へ
の
苛
虐
の
禁
止
（
ｑ
）
な
ど

の
命
令
で
あ
る
。

最
後
の
徳
元
元
年
（
一
六
七
四
）
の
令
旨
は
、
各
職
司
に
対
す
る
訓
戒
で
あ
り
、

「
宰
相
之
職
」
に
あ
る
者
か
ら
、「
内
外
各
衙
門
官
」
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

務
に
応
じ
て
私
心
を
交
え
ず
任
務
を
全
う
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
（
ｓ
）。

上
田
氏
は
注
2
著
書
に
二
通
の
令
旨
を
引
用
さ
れ
て
い
る
。
一
通
は
正
和
三
年

（
一
六
八
二
）
に
建
碑
さ
れ
た
山
南
処
常
信
府
富
川
県
の
祥
麟
村
の
碑
文
に
引
用
さ

れ
た
も
の
で
、
福
泰
二
年
（
一
六
四
四
）
の
清
王
鄭
梉
令
旨
で
あ
る
。
内
容
は
、
祥

麟
村
が
山
南
憲
察
使
司
の
守
隷
と
な
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の

（
29	
）。

も
う
一
通
は
、『
黎

族
家
譜
』
に
収
め
ら
れ
た
永
盛
五
年
（
一
七
〇
九
）
の
安
都
王
鄭
棡
令
旨
で
あ
る
。

内
容
は
、
黎
英
俊
が
王
府
の
職
掌
で
あ
る
知
戸
番
へ
就
任
す
る
こ
と
を
命
じ
た

も
の

（
30	
）。

以
上
の
二
通
の
存
在
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
が
、
上
田
氏
は
、「
管

見
の
範
囲
で
は
「
令
旨
」
は
内
容
的
に
は
鄭
王
府
の
辞
令
、「
令
諭
」
は
主
に
村
落

な
ど
に
下
さ
れ
る
際
の
文
書
形
式
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
未
だ
充
分
な
事
例
数
が

収
集
で
き
て
い
な
い
た
め
、
具
体
的
な
差
異
は
判
然
と
し
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る

（
31	
）。

た
だ
し
、
令
旨
は
辞
令
以
外
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
と
お
り

で
あ
る
。

な
お
、『
越
南
漢
喃
銘
文
拓
片
總
集
』
に
は
、
碑
文
中
に
収
め
ら
れ
た
二
〇
通
の

令
旨
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た

（
32	
）。

前
述
の
陳
朝
と
黎
朝
前
期
の
二
通
を
除
く
と
、

弘
定
十
三
年
（
一
六
一
二
）
か
ら
景
興
四
十
二
年
（
一
七
八
一
）
ま
で
の
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
景
治
元
年
建
碑
に
引
用
さ
れ
た
弘
治
十
三
年
の
平
安
王
鄭
松
令
旨
は
、

「
廣
徳
縣
日
昭
坊
阮
光
爵
・
阮
富
饒
等
」
に
充
て
て
「
神
祠
祭
禮
」
に
つ
い
て
命
じ

た
も
の
で

（
33	
）、

個
別
具
体
的
な
案
件
に
関
わ
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
他
の
令
旨
は
、

全
て
村
に
充
て
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
碑
が
亭
、
寺
、
祠
な
ど
に
建
て
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
個
別
の
案
件
で
は
あ
る
が
、
令
旨
を
受
け
取
っ
た
村
全
体
に
と
っ
て
重

要
な
事
柄
を
伝
え
る
た
め
に
建
碑
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
二
〇
通
の
う
ち

約
半
数
の
九
通
は
、
奥
に
「
令
旨
」
と
大
書
し
て
令
旨
の
様
式
を
視
覚
的
に
も
表
し

て
お
り
、
令
旨
が
村
の
重
要
な
案
件
を
権
威
付
け
る
象
徴
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
大
越
史
記
全
書
』
に
は
、
一
六
七
四
年
8
に
「
旨
准
自
今
王
府
頒

布
命
令
曰
令
諭
、
臣
民
進
啓
者
曰
謹
啓
聞
、
副
王
府
布
令
曰
令
旨
、
進
啓
者
曰
謹

啓
。」
と
あ
る
。「
今
よ
り
、
王
府
の
頒
布
す
る
命
令
を
「
令
諭
」
と
い
い
、
臣
民
の

「
進
啓
」
を
「
謹
啓
聞
」
と
い
う
。
副
王
府
の
布
令
を
「
令
旨
」
と
い
い
、
臣
民
の

「
進
啓
」
を
「
謹
啓
」
と
い
う
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
直
前
の
一
六
七
四
年
7

七
月
十
八
日
条
で
は
、
西
定
王
鄭
柞
の
子
鄭
根
が
定
南
王
に
封
じ
ら
れ
る
記
事
が
あ

り
、
副
王
は
鄭
根
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
区
別
が
、
実
際
に
効
力
を
持
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
前
後
の
事
例
を
詳
し
く
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
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小
括第

一
章
で
み
た
令
旨
は
、
日
本
商
人
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
本
章
で
み
た
『
大
越

史
記
全
書
』
の
事
例
で
は
、
役
所
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
に
共
通
す

る
こ
と
と
し
て
、
い
ず
れ
も
大
枠
で
の
命
令
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
各
役
所
か
ら

令
旨
に
基
づ
い
て
個
別
具
体
的
な
指
示
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
文
書
に
よ
る
場
合
も

あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
令
旨
ば
か
り
で
あ
る
の
は
、

『
大
越
史
記
全
書
』
に
載
せ
ら
れ
る
案
件
で
あ
っ
た
た
め
、
重
要
な
出
来
事
に
限
ら

れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
碑
文
に
引
用
さ
れ
た
令
旨
は
個
別
具
体
的
な
内
容
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
は

村
へ
充
て
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
ら
に
、
上
田
氏
の
あ
げ
た
家
譜
の
事
例
か
ら
、
王
府
内
の
職
掌
に
関
わ
る
辞
令

も
令
旨
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
個
人
充
で
あ
り
、
家
譜
と
い

う
史
料
の
性
格
上
、
辞
令
と
い
う
極
め
て
個
人
的
な
内
容
の
も
の
が
引
か
れ
て
い
る

の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
令
旨
は
、
日
本
人
商
人
や
役
所
充
で
は
大
枠
の
命
令
、
村
充
で

は
村
の
重
要
事
項
で
あ
る
個
別
具
体
的
な
案
件
、
個
人
充
で
は
辞
令
と
い
う
個
人
的

な
案
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
令
旨
の
内
容
と
充
所
は
多
様
で
あ
る
が
、
当
然
な
が

ら
収
め
ら
れ
た
史
料
の
性
格
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
。
令
旨
が
村
や
個
人
に
ま
で
直

接
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
令
旨
を
受
け
取
る
側
に
は
、
そ
れ
が
権
威
の
象
徴
と

み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
令
旨
を
発
給
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
村
や
個
人

へ
の
恩
恵
が
王
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
視
覚
的
に
も
印
象
付
け
る
役
割
を
期

待
し
、
さ
ら
に
令
旨
が
碑
文
に
刻
ま
れ
た
り
家
譜
に
引
用
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
王
の
権
威
が
後
世
に
も
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章　

令
旨
の
国
際
比
較

第
一
節　

広
南
阮
氏
当
主
の
発
給
文
書

東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
比
較
を
行
う
前
に
、
同
じ
黎
朝
下
の
広
南
阮
氏
当
主
の
発
給

文
書
と
の
比
較
を
行
っ
て
お
く
。
広
南
阮
氏
の
当
主
は
主チ

ュ
アを

名
乗
り
、
初
代
阮
潢
は

仙
主
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
六
代
阮
福
淍
が
明
王
を
名
乗
り
、
後
に
王
の
称
号
を
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鄭
氏
の
当
主
で
あ
る
王
が
令
旨
を
用
い
る
の
に
対
し
、
広
南
阮
氏
の
当
主
が
日
本

商
人
へ
指
令
を
下
す
場
合
に
用
い
て
い
た
の
は
、
示
様
式
の
文
書
で
あ
る

（
34	
）。

示
は
、

鄭
氏
政
権
と
広
南
阮
氏
政
権
の
双
方
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
日
越
外
交
文
書
に
限
る

と
、
広
南
阮
氏
の
示
は
、
次
に
あ
げ
る
弘
定
五
年
四
月
二
十
二
日
付
け
阮
潢
示
写

（
6
）
一
通
の
み
で
あ
る
。

6　

一
六
〇
四
年
四
月
二
十
二
日　

安
南
国
都
統
官
瑞
公
阮
潢
示
写

示
日
本
國
船
主
覈蓕
田
伊
右
衛
問

（門ヵ･




（

（
門
ヵ、

茲
有
船
壹
艘
幷
内
心
物
件
等
、

付
與
船
主
装
載
財
物
、
駕
海
回
本
國
、
任
情
買
賣
、
茲
示

　
「（

朱
印
影
）

鎮
守
将
軍
之
印
」

弘
定
五
年
四
月
二
十
二
日	

　
「（

墨
印
影
）

示
」（
横
線
）
都
統
官
瑞
公
（
花
押
印
影
）

（
書
き
下
し
文
）

日
本
國
船
主
覈蓕
田
伊
右
衛
門
に
示
す
。
茲
に
船
壹
艘
幷
び
に
内
心
物
件
等
有

り
。
船
主
に
装
載
す
る
と
こ
ろ
の
財
物
を
付
與
す
。
駕
海
し
て
本
國
に
回か

へ

り
、

情
に
任
せ
て
買
賣
せ
よ
。
茲
に
示
す
。

本
文
書
を
検
討
す
る
前
に
、
日
越
外
交
文
書
の
広
南
阮
氏
発
給
文
書
は
三
一
通
を

数
え
る
が
、
当
主
以
外
の
発
給
文
書
は
一
通
の
み
で
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
て
お
き

た
い

（
35	
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
文
書
発
給
に
関
わ
る
官
僚
機
構
に
は
鄭
氏
と
の
機
能
の
差

（
付
箋
）

「
唐
ノ
皇
朱
印
写
古
町
与
兵
衛
所
持
異
国
渡
海
船
」
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異
が
大
き
か
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
。

阮
潢
の
示
で
あ
る
が
、
日
本
商
人
充
で
あ
る
こ
と
、
直
状
で
あ
る
こ
と
は
令
旨
と

同
じ
で
あ
る
。
差
出
は
文
頭
に
は
な
く
、
奥
上
の
「
示
」
大
字
の
下
に
細
字
で
官
爵

名
を
書
き
花
押
印
を
捺
し
て
い
る
。
内
容
は
、
日
本
商
人
に
財
物
を
託
し
て
、
日
本

で
の
販
売
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
鄭
氏
の
日
本
商
人
充
令
旨
が
、
国
内
で
の
貿
易

の
許
可
や
貿
易
後
の
速
や
か
な
帰
国
と
い
っ
た
、
大
枠
で
の
統
制
内
容
を
指
令
し
て

い
た
の
と
違
っ
て
、
個
別
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
。

一
方
、
鄭
氏
政
権
の
示
は
四
通
あ
る
。
う
ち
二
通
（
15
・
19
）
は
、
弘
定
七
年
と

同
九
年
に
乂
安
処
の
役
人
が
連
署
し
て
、
復
礼
社
江
津
に
来
航
し
た
日
本
船
の
人
数

や
貨
物
に
つ
い
て
艚
長
を
査
問
し
た
際
に
部
下
の
役
人
充
に
発
給
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
一
通
（
50
）
は
、
徳
隆
五
年
（
一
六
三
三
）
に
洪
郡
公

（
36	
）が

兵
器
等
の

購
入
の
た
め
日
本
艚
長
烏
武
回
郎
に
資
金
を
付
与
し
た
も
の
で
あ
り
、
阮
潢
示
写

（
6
）
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
も
う
一
通
（
52
）
は
、
徳
隆
六
年
に
派
郡
公

（
37	
）が

、

一
年
帰
国
が
遅
れ
た
角
倉
艚
艚
長
の
帰
国
お
よ
び
来
年
の
来
航
を
許
可
し
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鄭
氏
政
権
に
お
い
て
示
は
臣
下
の
発
給
に
よ
る
。
そ
れ
ら
の
内
容

は
個
別
具
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
広
南
阮
氏
の
示
と
同
様
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
様
式
に
つ
い
て
は
、
奥
上
に
「
示
」
の
大
字
が
あ
り
、
そ
の
下
に
花
押
を

据
え
る
点
は
広
南
阮
氏
の
示
と
同
様
で
あ
る
が
、
書
出
に
差
出
を
記
す
点
が
異
な
っ

て
い
る
。

以
上
の
と
お
り
、
管
見
の
限
り
、
広
南
阮
氏
の
当
主
は
命
令
伝
達
に
お
い
て
令
旨

で
は
な
く
示
を
用
い
て
、
当
主
の
直
状
形
式
で
伝
達
し
て
い
た
。
事
例
に
限
り
は
あ

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
同
じ
黎
朝
下
に
お
い
て
も
、
令
旨
は
鄭
氏
が
王
と
し
て
発
給

す
る
文
書
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
鄭
氏
政
権
で
は
王
の

令
旨
に
沿
っ
て
個
別
案
件
の
指
示
が
さ
ら
に
必
要
な
場
合
は
、
臣
下
に
よ
っ
て
示
な

ど
が
発
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節　

東
ア
ジ
ア
の
令
旨
に
つ
い
て

令
旨
は
東
ア
ジ
ア
各
国
で
用
い
ら
れ
た
文
書
様
式
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
中
国
、

朝
鮮
、
日
本
の
令
旨
の
概
要
を
述
べ
、
安
南
の
令
旨
と
の
比
較
を
試
み
る
。

中
国
で
は
、
春
秋
戦
国
時
代
ま
で
の
皇
帝
（
周
王
）
の
綸
言
は
、
大
事
の
こ
と
を

「
命
」
と
い
い
、
小
事
を
「
令
」
と
い
っ
た
が
、
秦
が
こ
れ
を
改
め
て
「
制
詔
」
と

し
、「
令
」
は
皇
太
子
に
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た

（
38	
）。『

大
唐
六
典
』
巻
一
尚
書
都
省
・

左
右
司
郎
中
員
外
郎
職
掌
の
条
に
「
凡
そ
上
の
以
て
下
に
逮
ぶ
所
、
そ
の
制
に
六
有

り
。
曰
く
制
・
勅
・
冊
・
令
・
教
・
符
な
り
。」
と
あ
り
、
そ
の
原
註
に
は
「
天
子

は
制
と
曰
い
、
勅
と
曰
い
、
冊
と
曰
う
。
皇
太
子
は
令
と
曰
う
。
親
王
・
公
主
は
教

と
曰
う
。
尚
書
省
が
州
に
下
し
、
州
が
県
に
下
し
、
県
が
郷
に
下
す
は
、
皆
な
符
と

曰
う
。」
と
あ
り

（
39	
）、

令
は
皇
太
子
の
用
い
る
様
式
で
あ
っ
た
。
く
だ
っ
て
、
明
代
に

お
い
て
も
、
皇
太
子
の
用
い
る
様
式
を
令
旨
と
し
て
い
る

（
40	
）。

崔
承
熙
氏
に
よ
る
と
、
朝
鮮
王
朝
時
代
、
令
旨
は
、
王
世
子
が
王
に
代
わ
っ
て
代

理
聴
政
し
た
時
に
発
す
る
告
身
（
辞
令
状
）
で
あ
り
、
王
の
発
す
る
教
旨
と
同
じ
書

式
で
、「
教
旨
」
を
「
令
旨
」
と
書
き
替
え
、「
王
世
子
印
」
を
捺
し
た
も
の
で

あ
る

（
41	
）。

崔
氏
の
示
し
て
い
る
一
例
は
次
の
と
お
り
で
（
ソ
ウ
ル
大
学
所
蔵
・
№
七
六

六
一
九
）。
肅
宗
四
十
五
年
（
一
七
一
九
）
に
、
兪
岦
を
朝
奉
大
夫
行
内
資
寺
主
簿

に
任
じ
た
も
の
で
あ
る
。

令
旨

　

兪
岦
爲
朝
奉
大
夫
行
内
資
寺
主
簿
者

　
「（

朱
方
印
）

王
世
子
印
」

康
煕
五
十
八
年
十
一
月
十
六
日

な
お
、
王
世
子
の
発
す
る
訓
諭
・
命
令
書
を
令
書
と
い
い
、
王
世
子
が
王
の
代
理
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聴
政
を
し
た
時
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
様
式
は
王
の
発
す
る
教
書
に
倣
っ
た
も
の
だ
と

い
う
。

日
本
の
公
式
令
に
は
、
次
の
と
お
り
令
旨
式
が
あ
り
、
黒
板
勝
美
氏
は
、
こ
れ
を

『
大
唐
六
典
』
の
「
令
」
を
採
っ
た
も
の
と
指
摘
し
て
い
る

（
42	
）。

皇
太
子
令
旨
式　
三
后
亦
准
此
式

令
旨
云
云
。

　
　
　
　

年　

月　

皇
太
子
畫
日
。

奉　

令
旨
如
右
。
令
到
奉
行
。

　
　

大
夫
位
姓
名

　
　

亮
位
姓
名

　
　

�

右
受
令
人
。
宣
送
春
宮
坊
。
春
宮
坊
覆
啓
。
訖
留
畫
日
為
案
。
更
写
一
通

施
行

（
43	
）。

こ
の
よ
う
に
、
令
旨
の
形
式
は
勅
旨
に
よ
く
似
て
い
る

（
44	
）。

と
こ
ろ
で
、
公
式
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
の
令
旨
は
現
存
例
が
な
い
。
令
旨
は
平
安

時
代
に
な
る
と
奉
書
の
う
ち
の
一
つ
と
な
り
、
公
式
令
の
令
旨
と
は
異
な
っ
た
も
の

と
な
る
。
相
田
二
郎
氏
は
平
安
時
代
以
降
の
令
旨
を
綸
旨
・
院
宣
と
な
ら
ん
で
「
そ

の
他
皇
族
方
の
仰
を
承
っ
て
出
す
奉
書
」
と
規
定
す
る

（
45	
）よ

う
に
、
日
本
独
自
の
変
容

を
遂
げ
る
。

小
括以

上
の
と
お
り
、
中
朝
日
の
令
旨
を
概
観
し
て
き
た
。
共
通
す
る
の
は
、
い
ず
れ

も
皇
太
子
（
中
国
、
日
本
で
は
三
后
も
加
わ
る
）
の
発
す
る
文
書
で
あ
り
、
直
状
で

あ
る
点
で
あ
る
。
安
南
の
令
旨
は
鄭
氏
の
当
主
が
王
と
し
て
発
す
る
文
書
で
あ
り
、

同
じ
く
直
状
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
鄭
氏
は
、
中
国
を
始
め
と
す
る
東
ア
ジ

ア
の
文
書
様
式
を
踏
ま
え
た
上
で
、
自
ら
の
発
給
す
る
文
書
様
式
の
選
択
を
行
っ
た

と
推
測
で
き
る
。

安
南
の
令
旨
の
機
能
と
し
て
は
、
辞
令
の
他
に
様
々
な
命
令
伝
達
も
あ
る
の
で
、

朝
鮮
と
の
比
較
の
場
合
は
、
令
旨
だ
け
で
な
く
令
書
の
機
能
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

形
式
面
で
の
特
徴
は
、
書
出
に
差
出
が
あ
る
こ
と
、
奥
上
に
「
令
旨
」
の
黒
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
令
旨
と
い
う
様
式
の
名
称
を
王
の
発
す
る
文
書
と
し
て

採
用
し
つ
つ
、
実
際
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。な

お
、『
大
越
史
記
全
書
』
に
は
、
黎
朝
前
期
に
は
勅
旨
、
勅
諭
が
発
給
さ
れ
て

い
た
記
事
が
多
数
あ
る
が
、
そ
の
後
、
莫
氏
が
政
権
を
握
っ
た
時
代
を
経
て
、
黎
朝

後
期
に
は
記
事
は
激
減
し
、
十
八
世
紀
に
な
っ
て
僅
か
に
み
ら
れ
る
だ
け
と
な
る
。

ま
た
、
令
旨
の
発
給
記
事
と
は
時
期
が
重
な
っ
て
い
な
い
。
黎
朝
後
期
に
王
の
発
す

る
文
書
と
し
て
令
旨
様
式
が
採
用
さ
れ
る
前
提
と
し
て
、
勅
旨
、
勅
諭
の
存
在
が
あ
っ

た
可
能
性
は
大
き
い
。
朝
鮮
で
は
王
の
発
す
る
教
旨
、
日
本
で
は
天
皇
の
発
す
る
勅

旨
が
あ
り
、
両
国
の
令
旨
は
、
そ
れ
ら
の
様
式
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

令
旨
は
、
鄭
氏
の
王
が
用
い
る
文
書
様
式
で
あ
り
、
中
国
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
各

国
で
用
い
ら
れ
て
い
た
様
式
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
と
お

り
安
南
で
の
令
旨
の
使
用
は
す
で
に
陳
朝
ま
で
遡
る
可
能
性
も
あ
り
、
鄭
氏
の
独
創

と
は
限
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
鄭
氏
が
こ
の
様
式
を
選
択
し
た
の
は
、
東
ア

ジ
ア
各
国
で
の
使
用
例
を
踏
ま
え
て
、
黎
帝
を
い
た
だ
く
王
と
し
て
自
ら
を
黎
帝
に

准
じ
る
存
在
と
し
て
意
識
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

令
旨
の
充
所
は
、
日
本
商
人
の
場
合
も
あ
る
が
、
役
所
、
村
、
個
人
と
多
様
で
あ

り
、
直
状
形
式
で
発
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
も
大
枠
で
の
命
令
、
個
別
具
体
的
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な
命
令
、
辞
令
と
い
う
具
合
に
充
所
と
同
じ
く
多
様
で
あ
る
。
大
枠
で
の
命
令
伝
達

の
際
は
、
臣
下
が
添
状
的
な
文
書
や
、
令
旨
に
沿
っ
て
実
務
的
な
内
容
を
指
示
す
る

示
な
ど
を
発
給
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
碑
文
や
家
譜
に
も
引
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
永
続
性
を
持
っ
た
高
度
の
権
威
を
象
徴
す
る
も

の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
と
お
り
、
日
本
商
人
充
に
も
用
い
ら
れ
た
令
旨
に
つ
い
て
、
用
例
を
分
析

し
な
が
ら
、
そ
の
性
格
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
以
て
成
果

と
し
た
い
。

注（
1	
）　

拙
稿
「
安
南
日
越
外
交
文
書
の
古
文
書
学
的
研
究
」『
古
文
書
研
究
』
八
一
号
、

二
〇
一
六
年
六
月
。
そ
の
後
、
当
該
論
文
に
筆
者
の
関
連
す
る
研
究
を
加
え
て
概
説

的
に
書
き
改
め
た
も
の
に
「
安
南
日
越
外
交
文
書
の
様
式
と
伝
来
」（
小
島
道
裕
・

田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲
編
『
古
文
書
の
様
式
と
国
際
比
較
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
〇
年

二
月
）
が
あ
る
。

（
2	
）　

上
田
新
也
『
近
世
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
と
社
会
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年

三
月
。

（
3	
）　

注
2
上
田
著
書
五
五
頁
注
37
。

（
4	
）　
『
越
南
漢
喃
銘
文
拓
片
總
集
』
三
、（
二
〇
〇
五
年
）
Ｎ
．
二
八
五
二
―
二
八
五

三
。「
乂
安
省
演
州
府
瓊
瑠
縣
黄
梅
總
香
芹
社
乾
廟
村
右
邉
碑
二
面
之
後
」
の
注
記

が
あ
る
。
な
お
、
同
碑
の
前
面
に
は
黎
朝
後
期
の
令
旨
二
通
も
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
5	
）　

拙
稿
「
安
南
日
越
外
交
文
書
集
成
」
九
州
国
立
博
物
館
紀
要
『
東
風
西
声
』
九

号
、
二
〇
一
四
年
三
月
。

（
6	
）　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
異
国
日
記
刊
行
会
編
『
影
印
本
異
国
日
記
―
金
地
院
崇
伝　

外
交
文
書
集
成
―
』（
一
九
八
九
年
十
二
月
、
東
京
美
術
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
辻

善
之
助
校
訂
「
異
國
日
記
（
二
・
二
〇
）」（『
史
苑
』
一
巻
二
号
、
一
九
二
八
年
十

一
月
・
八
巻
一
号
、
一
九
三
三
年
四
月
）
を
参
考
に
し
た
。

（
7	
）　

本
文
書
は
『
異
国
日
記
』
上
お
よ
び
下
に
重
複
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
で

は
、　

一
行
目
「
令
旨
」
を
「
合
旨
」
と
す
る
。
下
で
は
、「
開
庸
」
を
「
門
庸
」
と

し
、「
任
便
回
還
本
國
」
を
「
住
便
回
還
本
國
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
奥
に
「
令

旨
」
の
大
字
が
無
く
、
各
行
改
行
位
置
が
上
と
異
な
る
。
ま
た
、
本
文
中
の
文
字

「
沿
」
か
ら
線
を
引
い
て
「
行
路
ノ
心
ソ
旅
ニ
行
路
ス
カ
ラ
ソ
／
海
陸
ト
モ
書
之
」

と
注
記
す
る
。

な
お
、『
異
国
日
記
』
上
と
下
で
は
、
改
行
箇
所
が
異
な
る
の
で
、
本
翻
刻
で
は

奥
に
「
令
旨
」
の
大
字
が
あ
る
上
の
改
行
箇
所
を
示
し
た
。

（
8	
）　
「
開
庸
」
の
「
庸
」
に
は
、「
使
用
す
る
」
あ
る
い
は
「
や
と
う
、
や
と
わ
れ
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
開
庸
」
だ
け
で
は
店
を
開
い
て
交
易
す
る
と
い
う
意
味
は

な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
事
件
に
関
わ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
広
富
侯
書
簡
写
（
23
）
に
は
「
艘

長
角
蔵
等
」
が
「
開
立
庸
舎
、
以
便
買
賣
」
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
後
述
す
る
45
に
は
、「
開
庸
舎
坐
肆
」
と
あ
っ
て
、
家
屋
を
借
り
て
店
を

開
く
と
解
せ
る
。
こ
こ
で
は
、「
開
庸
」
の
語
訳
に
つ
い
て
は
、
23
と
45
か
ら
類
推

し
た
。

（
9	
）　

こ
の
事
件
の
関
係
文
書
四
通
（
21
、
22
、
23
、
25
）
は
、『
異
国
日
記
』
に
ま
と

め
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
四
通
は
『
大
日
本
史
料
』
第
一
二
編
七
冊
、
慶

長
十
五
年
六
月
十
二
日
条
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
林
屋
辰
三
郎
氏
が
『
角
倉
素
庵
』（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
七
八
年
三
月
）
で
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
生
成
一
氏
も
『
新
版　

朱
印

船
貿
易
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
十
二
月
）
二
〇
九
～
二
一
〇
、

二
三
三
、
二
六
二
、
三
二
五
～
三
二
六
頁
で
触
れ
て
お
り
、
溺
死
し
た
船
長
に
つ
い

て
、
先
年
渡
航
し
た
五
右
衛
門
（
安
南
国
商
客
顕
山
書
簡
（
18
）
に
み
え
る
）
で
は

な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

（
10	
）　

筆
者
は
、
二
〇
一
五
年
に
菊
池
百
里
子
氏
の
発
掘
調
査
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
折
り
に
、
ゲ
ア
ン
省
フ
ン
グ
エ
ン
県
フ
ン
チ
ャ
ウ
村
の
福
美
廟
に
伝
わ
っ
た
神
勅

を
調
査
し
た
。
う
ち
、
最
古
の
明
命
五
年
（
一
八
二
四
）
か
ら
紹
治
三
年
（
一
八
四

三
）
ま
で
の
三
通
の
神
勅
に
は
「
復
禮
社
」
と
あ
る
が
、
嗣
徳
三
十
三
年
（
一
八
八

〇
）
の
神
勅
か
ら
は
「
福
美
社
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
紹
治
三
年
以
降
に
村
名
が

変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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拙
稿
「
ベ
ト
ナ
ム
乂
安
省
興
元
県
復
礼
社
の
神
勅
」『
日
タ
イ
間
の
文
化
交
流
に

関
す
る
資
料
集
成
と
統
合
的
研
究
』
平
成
二
十
七
～
二
十
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成

事
業
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
（
課
題
番
号
１
５
Ｈ
０
５
１
５
０　

研
究

代
表
者　

原
田
あ
ゆ
み
）

（
11	
）　
『
大
南
一
統
志
』
巻
第
拾
五
「
會
海
汛
」
の
項
に
「
按
會
海
古
名
丹
咍
又
名
丹

涯
」
と
あ
る
。
松
本
信
廣
編
、
印
度
支
那
研
究
会
発
行
、
一
九
四
一
年
四
月
に
拠
っ

た
。ま

た
、『
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
』
正
編
巻
第
二
十
八
、
一
五
五
七
年
八
月
条
註
に

「
丹
涯
海
門
在
宜
春
・
眞
禄
二
縣
界
古
丹
社
」
と
あ
る
。
國
立
中
央
圖
書
館
（
台

北
）
一
九
六
九
年
発
行
の
建
福
元
年
（
一
八
八
四
）
刊
本
影
印
本
に
拠
っ
た
。
以

下
、
同
書
の
引
用
は
同
じ
く
。

な
お
、『
大
越
史
記
全
書
』
一
六
五
五
年
8
と
翌
年
3
に
も
鄭
氏
と
広
南
阮
氏
の

戦
場
と
し
て
「
丹
涯
海
門
」
の
名
が
み
え
る
。
陳
荊
和
編
校
『
校
合
本　

大
越
史
記

全
書
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
叢
刊
第
四
二
・

四
四
・
四
七
輯
、
一
九
八
四
～
六
年
）
に
拠
っ
た
（
以
下
同
）。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の

8
と
3
は
、
年
ご
と
に
項
目
順
に
ふ
ら
れ
た
番
号
（
以
下
同
）。

な
お
、
こ
の
地
域
の
考
古
学
的
調
査
に
つ
い
て
は
菊
池
百
里
子
「
ベ
ト
ナ
ム
北
部

の
朱
印
船
寄
港
地
、
ゲ
テ
ィ
ン
に
お
け
る
日
越
交
流
の
新
展
開
」『
古
代
東
ユ
ー
ラ

シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
４
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
。

（
12	
）　

23
に
拠
る
。
合
計
百
十
四
人
と
な
り
、
本
令
旨
に
み
え
る
百
五
人
と
は
数
が
合
わ

な
い
。

（
13	
）　
『
大
越
史
記
全
書
』
一
六
一
五
年
3
に
「
舒
郡
公
阮
景
堅
」
と
あ
る
。
一
族
阮
景

氏
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
を
ま
と
め
た
『
驩
州
記
』
に
詳
し
い
。『
越
南
漢
文
小

説
集
成　

柒
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）
に
拠
っ
た
。

（
14	
）　

文
理
侯
書
簡
（
24
）
に
は
「
本
處
都
堂
官
舒
郡
公
」
と
あ
る
。

（
15	
）　
『
驩
州
記
』
に
拠
る
。

（
16	
）　

文
理
侯
に
つ
い
て
は
、
蓮
田
隆
志
「
17
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
鄭
氏
政
権
と
宦
官
」『
待

兼
山
論
叢
』
史
学
篇　

三
九
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
、
お
よ
び
同
「
文
理
侯
陳
公
補

考
」『
東
ア
ジ
ア　

歴
史
と
文
化
』
二
三
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
詳
し
い
。
ほ
か
に

岩
生
成
一
「
安
南
國
渡
航
朝
鮮
人
趙
完
璧
傳
に
つ
い
て
」『
朝
鮮
学
報
』
第
六
輯
、

一
九
五
四
年
八
月
が
あ
る
。

（
17	
）　

関
連
す
る
史
料
は
『
大
日
本
史
料
』
第
一
二
編
七
冊
慶
長
十
五
年
七
月
是
月
条
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、『
薩
藩
旧
記
』
に
収
め
ら
れ
た
、
八
月
八
日
付
け
陸

奥
守
殿
（
島
津
家
久
）
充
の
龍
伯
（
島
津
義
久
）
書
状
に
は
「
安
南
国
と
ん
き
ん
之

屋
形
よ
り
、
為
音
信
使
者
被
差
渡
候
、
誠
前
代
未
聞
珍
重
候
、」
と
あ
る
。
こ
の
一
ヶ

月
ほ
ど
前
に
、
庄
左
衛
門
等
が
帰
国
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
時
に
は
東
京
の
使

者
は
同
行
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
れ
ば
、「
誠
前
代
未
聞
珍
重
」
と
い
う
記
述
も

納
得
で
き
る
。

（
18	
）　

本
文
は
『
異
国
日
記
』
上
に
拠
る
が
、「（
花
押
印
影
）」
の
み
下
に
拠
っ
た
。

（
19	
）　
「
主
上
」
が
鄭
松
を
指
す
こ
と
は
、
文
脈
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
表
１

に
も
あ
げ
た
広
富
侯
書
簡
写
（
23
）
に
「
以　

主
上
之
義
婿
、
受　

黎
皇
之
厚

恩
、」
と
あ
る
。
阮
景
河
（
広
富
侯
）
は
鄭
松
の
娘
婿
で
あ
り
、
黎
帝
（
黎
維
新
・

敬
宗
）
は
「
主
上
」
で
は
な
く
「
黎
皇
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
る
。

（
20	
）　

令
旨
で
は
「
甚
右
衛
門
」、「
善
左
衛
門
」
等
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
文

理
侯
書
簡
写
で
は
「
甚
右
」、「
善
左
」
等
と
略
称
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
人
名
は
全

て
対
応
で
き
る
も
の
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。
ま
た
、
広
富
侯
書
簡
写
（
23
）
は

「
日
本
国
国
王
殿
下
」
充
で
あ
る
が
、
文
中
に
「
庄
左
衛
門
」
等
一
四
名
の
名
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
全
て
文
理
侯
書
簡
写
（
22
）
の
充
て
ら
れ
て
い
る
人
々
に

含
ま
れ
、
同
じ
く
略
称
で
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、（
23
）
か
ら
「
彦
兵
・
忠
左

（（
23
）
で
は
中
左
）・
甚
右
・
傳
兵
・
源
右
・
多
右
・
彦
二
（（
23
）
で
は
彦
次
）・

善
左
・
隆
右
・
弥
右
」
が
「
客
商
」、「
善
次
・
吉
左
・
甚
三
」
が
「
船
役
人
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
21	
）　
『
近
藤
正
齋
全
集
』
第
一
（
第
一
書
房
、
一
九
七
六
年
六
月
覆
刻
、
初
版
一
九
〇

五
年
十
一
月
）
所
収
の
『
外
蕃
通
書
』
に
は
、（
39
）
に
は
「
本
書
不
知
所
在
、
守

重
嘗
所
伝
写
、」、（
45
）
に
は
「
出
処
未
詳
、
嘗
所
摸
写
、」
と
注
記
が
あ
る
。

（
22	
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
原
本
に
拠
る
。
紙
本
墨
書
。

（
23	
）　

こ
の
年
は
鄭
梉
が
王
位
に
就
い
た
翌
年
に
当
た
る
。
中
興
し
て
国
内
が
治
ま
っ
た

こ
と
を
述
べ
、
交
易
を
求
め
る
内
容
で
あ
る
。

（
24	
）　
『
大
越
史
記
全
書
』
巻
之
十
八
、
一
六
二
九
年
5
。
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（
25	
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
原
本
に
拠
る
。
貴
〇
二
―
一
一
。
紙
本
墨
書
。

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

第
三
六
回
史
料
展
覧
会　

東
ア
ジ
ア
と
日
本
、
世
界

と
日
本
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）
に
図
版
と
解
説
（
岡

本
真
執
筆
）
あ
り
。

岩
生
成
一
氏
は
、
こ
の
文
書
等
か
ら
、「
朱
印
船
の
商
人
は
渡
航
後
、
主
と
し
て

こ
の
よ
う
な
国
定
市
場
に
お
い
て
期
間
を
限
ら
れ
て
取
引
を
行
っ
た
よ
う
で
あ

る
。」（『
新
版　

朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
』
三
五
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に

随
え
ば
、
令
旨
（
21
）
に
み
え
る
「
開
庸
」
も
注
7
で
触
れ
た
よ
う
に
、
た
だ
「
家

屋
を
借
り
て
店
を
開
く
。」
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
は
な
く
、
国
の
定
め
た
市
場
の

一
画
を
借
り
て
店
を
開
く
と
い
う
意
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
26	
）　
『
大
越
史
記
全
書
』
一
五
九
九
年
9
。
た
だ
し
、
鄭
松
は
、
黎
帝
か
ら
は
王
に
封

じ
ら
れ
て
い
た
が
、
慶
徳
三
年
（
一
六
五
一
）
十
月
、
明
か
ら
は
「
安
南
副
國
王
」

に
封
じ
ら
れ
た
（『
大
越
史
記
全
書
』
一
六
五
一
年
4
）。

（
27	
）　
『
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
』
で
は
、『
大
越
史
記
全
書
』
で
は
「
令
旨
」
と
記
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
「
令
」
と
記
し
て
い
る
。

（
28	
）　

注
2
上
田
著
書
に
は
『
黎
族
家
譜
』
か
ら
永
盛
五
年
（
一
七
〇
九
）
の
令
旨
を
引

用
さ
れ
て
い
る
。
同
書
一
三
六
頁
。

（
29	
）　

注
2
上
田
著
書
一
五
七
～
八
頁
。
碑
文
は
『
越
南
漢
喃
銘
文
拓
片
總
集
』
八
、（
二

〇
〇
五
年
）
Ｎ
．
七
八
一
四
―
七
八
一
五
。
奥
上
の
「
令
旨
」
の
二
字
は
本
文
よ
り

や
や
太
め
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
30	
）　

注
2
上
田
著
書
一
三
六
頁
。『
黎
族
家
譜
』
は
漢
喃
研
究
院
所
蔵
Ａ
．
二
八
〇
七
。

（
31	
）　

注
2
上
田
著
書
一
九
三
頁
注
24
。

（
32	
）　

第
一
冊
～
第
二
二
冊
（
二
〇
〇
五
～
九
年
）。
令
旨
を
収
め
た
碑
文
は
Ｎ
．
一
八

四
―
一
九
一
、
四
五
九
―
四
六
〇
※
、
二
六
三
〇
―
二
六
三
一
※
、
二
八
五
二
―
二

八
五
三
、
二
八
八
〇
（
本
文
上
に
「
奉
令
旨
」
大
書
）、
四
五
六
八
―
四
五
七
一

※
、
六
四
四
七
―
六
四
五
〇
、
七
八
一
四
―
七
八
一
五
※
、
八
三
三
六
―
八
三
三
七

※
、
九
九
八
六
―
九
九
八
七
、
一
〇
五
一
六
※
、
一
〇
五
一
七
―
一
〇
五
一
八
※
、

一
八
七
七
二
―
一
八
七
七
五
※
、
一
八
七
九
四
※
。
奥
に
「
令
旨
」
と
大
書
し
た
も

の
は
※
を
付
し
た
。

（
33	
）　
『
越
南
漢
喃
銘
文
拓
片
總
集
』
一
、（
二
〇
〇
五
年
）
Ｎ
．
四
五
九
―
四
六
〇
。

「
環
龍
縣
上
総
日
新
坊
日
昭
殿
左
邉
一
碑
二
面
之
一
（
二
）」
の
注
記
が
あ
る
。
本
文

は
次
の
通
り
で
、
奥
上
の
「
令
旨
」
は
大
字
で
あ
る
。

都
元
帥
總
國
政
尚
父
平
安
王
令
旨
廣
徳
縣
日
昭
坊
□
光
爵
阮
富
饒
等
係
本
□

　
　

有
官
池
壹
口
在
磚
場
處
幷
官
土
始
堀
成
池
參
口
其
奉
天
府
等
官
已
有
啓

　
　

備
乞
准
為
神
祠
祭
禮
等
因
已
經
論
應
付
本
坊
守
看
准
税
銭
為
礼
物
逓
年

　
　

應
行
祭
禮
以
重
祀
典
者
別
員
人
不
得
爭
阻
違
者
處
罪
茲
令

弘
定
十
三
年
十
月
二
十
八
日

　
　

令
旨

（
34	
）　

蓮
田
隆
志
氏
は
、
阮
氏
の
主
が
発
給
し
、
ハ
ー
タ
イ
ン
（
河
清
）
村
に
伝
わ
っ
た

一
六
三
八
年
か
ら
一
七
三
八
年
ま
で
の
三
通
の
示
を
紹
介
し
て
い
る
。
充
所
は
い
ず

れ
も
村
で
あ
り
、
様
式
は
阮
潢
示
写
と
同
様
で
あ
る
。
蓮
田
「
旧
例
と
憑
」
新
潟
大

学
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系
附
置
環
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
環
東
ア

ジ
ア
地
域
に
お
け
る
社
会
的
結
合
と
災
害
』
二
〇
一
二
年
三
月
。

（
35	
）　

癸
丑
年
（
一
六
七
三
）
五
月
十
一
日
付
け
安
南
国
太
子
阮
福
演
書
簡
（
大
明
国
魏

九
使
充
）（
54
）。
園
田
一
龜
「
安
南
国
太
子
か
ら
明
人
魏
九
使
に
寄
せ
た
書
翰
に
就

い
て
」（『
南
亜
細
亜
学
報
』
一
、
一
九
四
二
年
十
二
月
）
に
拠
る
。

永
祚
十
四
年
（
一
六
三
二
）
六
月
四
日
付
け
安
南
国
王
都
統
領
徳
大
尊
公
書
簡
写

（
49
）
に
つ
い
て
、
小
和
田
泰
経
氏
は
広
南
鎮
営
の
鎮
守
阮
福
渶
の
書
簡
と
推
測
さ

れ
て
い
る
（『
家
康
と
茶
屋
四
郎
次
郎
』
静
新
新
書
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）。
し
か

し
、
阮
福
源
を
差
し
措
い
て
「
安
南
国
王
」
と
名
乗
る
と
は
考
え
に
く
い
。

（
36	
）　
（
47
）
に
は
「
安
南
国
王
子
都
将
太
保
洪
郡
公
」
と
あ
る
。『
大
越
史
記
全
書
』
一

六
三
三
年
2
に
は
、
洪
郡
公
鄭
榴
等
が
朝
政
に
参
預
し
た
記
事
が
あ
る
。

（
37	
）　
『
大
越
史
記
全
書
』
一
六
三
三
年
7
に
「
内
臣
派
郡
公
缼
名
」
と
あ
る
。
ま
た
、

少
し
下
る
が
同
書
一
六
七
〇
年
13
に
「
贈
工
部
尚
書
派
郡
公
阮
道
安
為
少
保
、
追
念

其
奉
侍
王
潜
邸
講
学
故
贈
之
。
道
安
、
慈
廉
福
演
人
。」
と
あ
り
。

（
38	
）　

黒
板
勝
美
『
日
本
古
文
書
様
式
論
』（
一
九
〇
三
年
東
京
帝
国
大
学
学
位
論
文
）、

の
ち
『
虚
心
文
集
』
第
六
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
四
〇
年
）
六
九
頁
。

（
39	
）　

書
き
下
し
文
は
、
中
村
裕
一
『
唐
代
公
文
書
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年

十
二
月
）
一
五
頁
に
拠
っ
た
。
な
お
、
中
村
氏
は
、
同
書
四
四
頁
に
「
令
は
皇
太
子

の
発
す
る
文
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
の
発
す
る
文
書
で
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も
あ
る
。
皇
太
子
の
令
に
は
令
書
と
令
旨
の
二
種
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。」
と

も
説
く
。

（
40	
）　

万
暦
十
五
年
（
一
五
八
七
）
司
礼
監
刊
本
『
大
明
会
典
』
巻
第
七
十
六
・
礼
部
三

十
四
。

（
41	
）　

崔
承
熙
『
増
補
版
韓
國
古
文
書
研
究
』
知
識
産
業
社
、
一
九
八
九
年
八
月
。
以

下
、
朝
鮮
時
代
の
古
文
書
に
つ
い
て
は
同
書
に
拠
る
。

（
42	
）　

注
38
黒
板
著
書
、
六
九
～
七
〇
頁
。

（
43	
）　

日
本
思
想
体
系
『
律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
十
二
月
）
に
よ
る
。

（
44	
）　

注
43
『
律
令
』
三
七
三
頁
で
も
「
以
下
令
旨
の
形
式
は
、
お
お
む
ね
勅
旨
（
公
式

2
）
に
似
る
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
黒
板
氏
も
「
全
く
勅
旨
の
様
式
よ
り
出
で
ゝ
簡

単
と
な
れ
る
も
の
と
す
。」
と
す
る
（
注
38
黒
板
著
書
、
七
〇
頁
）。

（
45	
）　

相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
十
二
月
）
上
四
一
七

頁
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
大
阪
府
所
在
中
世
史
料
の
調
査
研

究
」（
二
〇
一
七
〜
一
八
年
度
、
研
究
代
表
者
矢
内
一
磨
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




